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(1) 動機： 天気に関する話題は日常会話において普

遍的な話題であり，ソーシャルメディア上にも日々

大量の情報が流れている．そこでその流れを分析

し，天気に関する話題を抽出するという試みも以前

から存在する．しかしソーシャルメディアから抽出し

た情報が科学的な観測データの劣化バージョンに

過ぎなければ，こうした試みの実用的価値は低いと

言わざるを得ない．果たしてソーシャルメディアから，

科学的な観測データでは抽出できない状況やイベ

ントを抽出することは可能か．この疑問に対して，

主に降水状況を対象とした分析を通して，ソーシャ

ルなセンサの価値を示すことを試みる． 
(2) 方法： 対象とするソーシャルメディアはツイッター

（Twitter）である．まずツイッターが提供する検索

API に対して，降水状況に関する単語（「雨」「雪」

「雷」等）をクエリーに設定することで，それらを含む

ツイートを収集する．次にツイートに含まれる地名

を，現在開発中の GeoNLP（2011 年度の CSIS 
DAYS で発表済）ソフトウェアによって抽出し，（時

間，位置，現象，ツイート内容）の 4 つ組をデータベ

ースに蓄積する．一方，科学的観測データとしては，

気象庁の全国合成レーダーGPV を用いる．このデ

ータを使うと全国の降水状況がほぼ 1km メッシュ単

位で得られる．レーダーデータは降水状況を大ま

かに捉えるには利用価値の高いデータだが，降水

量の値が大きな誤差を示し，弱い降水を検出しづ

らいなどの問題がある．そこで本研究は，ツイッタ

ーデータとレーダーデータを比較することで，ソー

シャルセンサーと科学センサの利点を融合させた

情報を生成したいと考えている．ここで問題となる

のがツイートの位置情報である．多くの研究ではツ

イートに付与されたジオタグ情報（携帯端末の GPS

計測によるもの）を利用するが，本研究ではこの情

報は利用しない．なぜなら，1)ジオタグを付与する

ユーザが少ない，2)現在地について語っていると

は限らない，という 2 つの問題があるからである．

GeoNLP によるツイートからの地名抽出では，GPS
情報の場合よりも多数のツイートをマッピングでき，

GeoNLP アプローチの有効性を示すことができた． 
(3) 結果： 実験の結果として，ここでは以下の 3 点を強

調しておきたい．第一に，ツイート数と降水量の時

間的な関係について，単なるツイート数を見ると降

水の前にピークとなる場合があるが，リツイートを除

くと降水時またはその後にピークが来る（図 1）．ここ

で降水前のツイート数増加は，主に警報等の気象

情報の拡散によるものである．第二に，雨雪判別の

問題では，「雨」ツイートと「雪」ツイートの数の比較

が，その地の気象状況を示唆することを確認した

（図 2）．雨と雪の判別はレーダーだけでは困難であ

ることから，人間が目で見るソーシャルなセンサから，

科学的な観測データとは異なる情報が得られる可

能性がある．第三に地域的な偏りとして，雨・雪とも，

関東や関西などの大都市圏においてツイート数が

多かった．となると，大都市圏以外の地域で情報を

抽出するには，より精度の高い自然言語処理が必

要になると考えられる．なお本発表の成果は，10 分

おきにリアルタイム更新するウェブサイト「ふってきっ

たー」http://agora.ex.nii.ac.jp/futtekitter/にて公開中

である． 
(4) 使用したデータ： 

・ 「ツイッター検索 API」ツイッター社 
・ 「全国合成レーダーGPV」気象庁 
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図 1： ツイート数と降水量の比較．左はリツイート除

去前，右はリツイート除去後．赤色の縦棒がレーダー

降水量，青線がツイート数を示す．場所は東京． 
 
 
 

図 2： 雨ツイートと雪ツイートの比較．

赤線が「雪」，青線が「雨」．左から東京，

横浜，八王子のツイート数を示す． 
 

 


